
平
成
十
二
年
人
事
院
規
則
一
三―

五

人
事
院
規
則
一
三―

五
（
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
）

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
職
員
（
離
職
し
た
職
員
を
含
む
。
次
条
及
び
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
の
勤
務
条
件
そ
の
他
の
人
事
管
理
に
関
す
る
苦
情
の
申
出
及
び
相
談
（
当
該
職
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
苦
情
相

談
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
人
事
院
に
対
す
る
苦
情
相
談
）

第
二
条
　
職
員
は
、
人
事
院
に
対
し
、
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
苦
情
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
離
職
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
苦
情
相
談
に
限
る
。

一
　
離
職
に
関
す
る
苦
情
相
談

二
　
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
に
関
す
る
苦
情
相
談

２
　
職
員
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
係
属
中
の
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
、
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
条
件
に
関
す
る
行
政
措
置
の
要
求
、
補
償
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
補
償
の
実
施
に
関

す
る
審
査
の
申
立
て
若
し
く
は
補
償
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
福
祉
事
業
の
運
営
に
関
す
る
措
置
の
申
立
て
又
は
給
与
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
給
与
の
決
定
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
関
す
る
事
案
に
係
る
問
題
に
つ
い
て
、

苦
情
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
人
事
院
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
職
員
相
談
員
）

第
三
条
　
人
事
院
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
苦
情
相
談
の
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
人
事
院
事
務
総
局
の
職
員
の
う
ち
、
職
員
相
談
課
の
職
員
及
び
苦
情
相
談
に
係
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
者
を
苦
情
相
談
を
受
け
て
処
理
す
る
者
（
以
下
「
職
員
相
談
員
」
と
い
う
。
）
と
し
て
指
名
す
る
。

（
事
案
の
処
理
）

第
四
条
　
職
員
相
談
員
は
、
苦
情
相
談
を
行
っ
た
職
員
（
以
下
「
申
出
人
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
助
言
等
を
行
う
ほ
か
、
関
係
当
事
者
に
対
し
、
人
事
院
の
指
揮
監
督
の
下
に
、
指
導
、
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
行
う
も
の

と
す
る
。

２
　
人
事
院
は
、
申
出
人
が
事
案
の
処
理
の
継
続
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
案
に
係
る
問
題
の
解
決
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
事
案
の
処
理
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
案

の
処
理
を
打
ち
切
る
も
の
と
す
る
。

３
　
事
案
に
係
る
問
題
に
つ
い
て
、
規
則
一
三―

一
（
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
受
理
、
規
則
一
三―

二
（
勤
務
条
件
に
関
す
る
行
政
措
置
の
要
求
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
受
理
、
規
則

一
三―

三
（
災
害
補
償
の
実
施
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
等
）
第
十
二
条
（
同
規
則
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
受
理
又
は
規
則
一
三―

四
（
給
与
の
決
定
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
）
第
六
条

の
規
定
に
よ
る
受
理
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
案
の
処
理
は
打
ち
切
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
人
事
院
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
調
査
）

第
五
条
　
職
員
相
談
員
の
う
ち
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
は
、
申
出
人
、
当
該
申
出
人
の
所
属
す
る
各
省
各
庁
の
長
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
事
情
聴
取
、
照
会
そ
の
他
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
相
談
員
か
ら
事
情
聴
取
等
を
求
め
ら
れ
た
職
員
が
請
求
し
た
と
き
は
、
当
該
事
情
聴
取
等
に
応
ず
る
た
め
に
必
要
な
時
間
、
勤
務
し
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
記
録
の
作
成
等
）

第
六
条
　
職
員
相
談
員
は
、
事
案
ご
と
に
そ
の
概
要
及
び
処
理
状
況
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
毎
年
、
苦
情
相
談
の
概
要
を
人
事
院
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
の
保
持
）

第
七
条
　
職
員
相
談
員
そ
の
他
の
苦
情
相
談
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
は
、
申
出
人
の
官
職
及
び
氏
名
、
苦
情
相
談
の
内
容
そ
の
他
の
苦
情
相
談
に
関
し
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
）

第
八
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
相
談
員
に
対
し
て
苦
情
相
談
を
行
っ
た
こ
と
、
苦
情
相
談
に
関
し
職
員
相
談
員
が
行
う
調
査
に
協
力
し
た
こ
と
等
に
起
因
し
て
、
職
員
が
職
場
に
お
い
て
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
人
事
院
及
び
各
省
各
庁
の
長
の
協
力
）

第
九
条
　
人
事
院
は
、
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
、
苦
情
相
談
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
、
研
修
の
実
施
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
人
事
院
及
び
各
省
各
庁
の
長
は
、
苦
情
相
談
に
係
る
事
務
に
関
し
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
一
七
日
人
事
院
規
則
一
三―

四―

一
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
四
月
一
日
人
事
院
規
則
一
三―

五―

一
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
六
日
人
事
院
規
則
一―

六
八
）
　
抄

1



（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一
三―

五
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
規
則
一
三―

一―

四
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
係
属
中
の
不
服
申
立
て
に
関
す
る
事
案
に
係
る
問
題
に
関
す
る
規
則
一
三―

五
第
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
六
日
人
事
院
規
則
一
三―

一―

四
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
二
月
一
八
日
人
事
院
規
則
一―

七
九
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
附
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
令
和
三
年
改
正
法
　
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
を
い
う
。

二
　
令
和
五
年
旧
法
　
令
和
三
年
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
を
い
う
。

三
　
暫
定
再
任
用
職
員
　
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
を
い
う
。

四
　
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
　
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。

五
　
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
　
法
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。

六
　
施
行
日
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
を
い
う
。

七
　
旧
法
再
任
用
職
員
　
施
行
日
前
に
令
和
五
年
旧
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。

（
人
事
院
規
則
一
三―

五
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
一
条
　
令
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
一
三―

五
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第

六
十
条
の
二
第
一
項
又
は
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
二
十
五
条
　
附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
人
事
院
規
則
一―

七
九―

一
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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